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(百万円未満切捨て)
１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 157,886 1.4 19,640 3.3 19,867 3.6 13,578 0.4

2025年３月期 155,634 15.8 19,018 45.0 19,167 46.9 13,520 62.1
(注) 包括利益 2026年３月期 21,841百万円 ( 88.2％) 2025年３月期 11,603百万円 ( △17.2％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 203.23 － 9.4 9.1 12.4

2025年３月期 202.48 － 10.2 9.1 12.2
(参考) 持分法投資損益 2026年３月期 －百万円 2025年３月期 －百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 226,721 153,538 67.7 2,297.27

2025年３月期 210,867 136,521 64.7 2,043.69
(参考) 自己資本 2026年３月期 153,538百万円 2025年３月期 136,521百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 14,832 △1,188 △7,056 42,258

2025年３月期 19,174 △6,057 △6,179 34,344

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 － 38.00 － 42.00 80.00 5,343 39.5 4.0

2026年３月期 － 32.00 － 49.00 81.00 5,413 39.9 3.7

2027年３月期 (予想) － － － － 95.00 39.0

(注)2027年３月期の第２四半期末及び期末の配当金は未定であります。

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 180,000 14.0 24,500 24.7 24,500 23.3 16,300 20.0 243.88



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期 67,909,449株 2025年３月期 67,909,449株

② 期末自己株式数 2026年３月期 1,074,438株 2025年３月期 1,108,117株

③ 期中平均株式数 2026年３月期 66,814,088株 2025年３月期 66,773,145株

(参考) 個別業績の概要

2026年３月期の個別業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 123,873 0.0 14,470 △0.7 17,429 14.2 12,804 15.1

2025年３月期 123,867 15.9 14,565 45.7 15,255 25.8 11,125 28.8

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期 191.65 －

2025年３月期 166.61 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 179,180 121,188 67.6 1,813.26

2025年３月期 171,609 110,659 64.5 1,656.55

(参考) 自己資本 2026年３月期 121,188百万円 2025年３月期 110,659百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外であります

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
当社は2026年５月15日に機関投資家及びアナリスト向け説明会をＷＥＢ会議にて開催する予定であります。この

説明会で使用する決算説明資料につきましては、決算発表後速やかに当社ホームページに掲載する予定でありま
す。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

① 当連結会計年度の概況

当連結会計年度の世界経済は、地政学リスクの拡大や各国の政策動向が景気に与える影響への懸念などから、

依然として不透明な状況が継続いたしました。

国内では、半導体関連市場において、期の後半より生成AI関連の需要拡大が設備投資を牽引いたしました。ま

た、二次電池市場では、世界的なEV需要の鈍化を受け、BEV向け設備投資は慎重な動きが継続したものの、HEV向

けは一部回復の兆しが見られました。そして、医薬品市場では、継続的な供給不足を背景に一定の設備投資が継

続したものの、ジェネリック医薬品の安定供給に向けた大型投資は一巡いたしました。

海外では、中国において、半導体及び半導体製造装置の国産化や二次電池に関連した設備投資が堅調に推移い

たしました。また、その他の地域においても、生成AI関連の需要を背景とした半導体関連市場での設備投資が継

続いたしました。

このような状況の下で、当社グループの当期における連結業績は、売上高157,886百万円 (前期比1.4％増) 、

営業利益19,640百万円 (前期比3.3％増) 、経常利益19,867百万円 (前期比3.6％増) 、親会社株主に帰属する当

期純利益13,578百万円 (前期比0.4％増) となりました。

② セグメント別の状況

＜自動機械部門＞

医薬品市場では、継続的な供給不足を背景に一定の設備投資が継続したものの、ジェネリック医薬品向け大型

投資が一巡したことで、薬品包装機の売上高は減少いたしました。

また、日系自動車メーカーにおけるBEV向け設備投資に慎重な動きが見られたことを受け、リチウムイオン電池

製造システムの売上高も減少いたしました。一方で、生産性向上への継続的な取組みに加え、包装機の保守・改

造を中心とした包装サービスが堅調に推移したことから、利益率は改善いたしました。

その結果、売上高は19,373百万円 (前期比23.5％減) 、セグメント利益は4,879百万円（前期比11.1％減）とな

りました。

＜機器部門＞

国内では、半導体関連市場において、期の後半より生成AIの需要拡大が設備投資を牽引し、半導体製造装置向

けの売上高が大きく増加いたしました。また、自動車関連市場は完成車メーカーの投資控えが影響し売上高は減

少いたしました。二次電池市場は、HEVやインフラ向けの投資が上向いたことで売上高はやや増加いたしました

が、BEV向けの投資計画が延期されたことが影響し全体として減少いたしました。

海外では、中国において、半導体関連に加え、二次電池市場の売上高が堅調に推移いたしました。その他の地

域においても、半導体関連市場における旺盛な設備投資を背景とした需要に牽引され、売上高は順調に推移いた

しました。

その結果、売上高は138,513百万円 (前期比6.3％増) 、セグメント利益は19,822百万円（前期比8.8％増）とな

りました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末に比べ15,854百万円増加の226,721百万円となりました。

これは主に、契約資産が4,447百万円、有形固定資産が2,839百万円それぞれ減少したものの、現金及び預金が7,506

百万円、売掛金が7,941百万円、原材料及び貯蔵品が2,218百万円、投資有価証券が3,480百万円、退職給付に係る資

産が2,262百万円それぞれ増加したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ1,162百万円減少の73,183百万円となりました。これは主に、電子記録債務が

1,328百万円、繰延税金負債が2,201百万円それぞれ増加したものの、支払手形及び買掛金が2,235百万円、流動負債

のその他に含まれる未払消費税等が2,312百万円それぞれ減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ17,016百万円増加の153,538百万円となりました。

自己資本比率につきましては、前連結会計年度末に比べ3.0ポイント増加の67.7％となりました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物 (以下「資金」といいます。) は、前連結会計年度末に比べ7,913

百万円増加の42,258百万円となりました。

当連結会計年度に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞

当連結会計年度における営業活動による資金の増加は、14,832百万円 (前期比22.6％減) となりました。

これは主に、税金等調整前当期純利益20,498百万円、減価償却費6,993百万円による資金の増加、棚卸資産の増加

1,866百万円、仕入債務の減少2,045百万円及び法人税等の支払額7,343百万円による資金の減少によるものでありま

す。

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

当連結会計年度における投資活動による資金の減少は、1,188百万円 (前期比80.4％減) となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出2,597百万円による資金の減少、投資有価証券の売却及び償還による

収入1,189百万円による資金の増加によるものであります。

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

当連結会計年度における財務活動による資金の減少は、7,056百万円 (前期比14.2％増) となりました。

これは主に、長期借入金の返済による支出1,140百万円、配当金の支払額4,937百万円による資金の減少によるも

のであります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 2026年３月期

自己資本比率 (％) 63.5 64.5 62.0 64.7 67.7

時価ベースの

自己資本比率 (％)
72.9 77.3 96.6 64.0 125.9

キャッシュ・フロー

対有利子負債比率 (倍)
1.4 1.7 4.9 1.9 2.3

インタレスト・

カバレッジ・レシオ (倍)
55.1 35.5 15.0 34.0 29.3

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

※ 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

※ 株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

※ キャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローを利用しております。

※ 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象として

おります。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。
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（４）今後の見通し

世界経済につきましては、中東情勢の緊迫化に伴う地政学リスクの高まりに加え、金利及び為替の変動や各国の

政策動向が景気に与える影響などから、先行き不透明な状況が継続するものと見込んでおります。一方で、当社グ

ループを取り巻く事業環境については、大規模データセンター向け投資の継続に加え、AI機能を搭載した端末の普

及により、半導体関連市場での需要が拡大基調で推移するものと見込んでおります。また、各産業における人手不

足を背景とした自動化・省人化への需要につきましても、引き続き底堅く推移するものと予想しております。

このような状況の下、当社グループは、これまでに強化してきた生産基盤を生かしながら、グローバル市場にお

けるシェア拡大に向けて取組んでまいります。

以上の状況を踏まえ、次期の連結業績予想は下記のとおりであります。

なお、為替レートは、１米ドル151円を前提としております。

通期

売 上 高 180,000百万円

営 業 利 益 24,500百万円

経 常 利 益 24,500百万円

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益

16,300百万円

なお、現時点では、中東情勢による当社グループ事業及び業績への直接的な影響は限定的であると認識しており

ますが、間接影響の算定は困難なため、当見通しには反映しておりません。今後も中東情勢の動向を注視し、開示

すべき重要な事項が発生した場合には、すみやかに業績への影響をお知らせいたします。

この予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいております。実際の業績は、今後様々な要因に

より予想数値とは異なる結果となる可能性があります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、人的資本・研究開発及び事業基盤強化への成長投資により企業価値の向上を図るとともに、資本効率と

のバランスを踏まえたうえで、配当性向40％を目安としつつ、安定的な株主還元の実現に努めてまいります。

この方針の下、当期の配当につきましては、2026年５月15日開催の取締役会決議により期末配当金を１株当たり

49円とし2026年６月11日を支払開始日といたしました。これにより、2025年12月に実施いたしました中間配当金の

１株当たり32円を合わせた当期の年間配当金は、前期に比べ１円増配の１株当たり81円となります。

また、次期の１株当たり配当金につきましては、年間で95円を予定しております。なお、次期の中間 (第２四半

期末) 及び期末の配当金は未定であります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、企業間及び経年での比較可能性を確保するため、当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用

語、様式及び作成方法に関する規則 (第７章及び第８章を除く) 」 (昭和51年大蔵省令第28号) に基づいて作成して

おります。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 35,333 42,839

受取手形 3,489 3,469

売掛金 22,220 30,162

契約資産 4,910 462

電子記録債権 14,157 12,163

営業未収入金 207 169

商品及び製品 10,959 10,793

仕掛品 3,987 5,094

原材料及び貯蔵品 34,390 36,609

その他 1,851 2,706

貸倒引当金 △35 △35

流動資産合計 131,473 144,435

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 34,325 32,787

機械装置及び運搬具（純額） 13,247 12,781

工具、器具及び備品（純額） 2,020 1,923

土地 9,660 9,778

リース資産（純額） 2,195 2,132

建設仮勘定 1,109 315

有形固定資産合計 62,558 59,719

無形固定資産 1,461 1,258

投資その他の資産

投資有価証券 8,599 12,079

退職給付に係る資産 4,868 7,130

繰延税金資産 396 503

その他 1,548 1,634

貸倒引当金 △39 △40

投資その他の資産合計 15,372 21,307

固定資産合計 79,393 82,286

資産合計 210,867 226,721
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,010 9,775

電子記録債務 3,307 4,636

短期借入金 5,513 5,136

1年内返済予定の長期借入金 1,138 6,134

リース債務 427 461

未払費用 4,252 4,454

未払法人税等 4,335 3,715

賞与引当金 413 620

製品保証引当金 597 644

受注損失引当金 4 4

その他 7,981 6,545

流動負債合計 39,983 42,129

固定負債

長期借入金 28,137 22,290

リース債務 586 581

繰延税金負債 2,942 5,143

環境対策引当金 2 2

退職給付に係る負債 579 618

資産除去債務 286 289

その他 1,826 2,128

固定負債合計 34,362 31,054

負債合計 74,345 73,183

純資産の部

株主資本

資本金 11,016 11,016

資本剰余金 16,695 16,791

利益剰余金 97,633 106,268

自己株式 △780 △757

株主資本合計 124,564 133,318

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,490 6,040

為替換算調整勘定 7,023 11,355

退職給付に係る調整累計額 1,442 2,824

その他の包括利益累計額合計 11,956 20,219

純資産合計 136,521 153,538

負債純資産合計 210,867 226,721
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

売上高 155,634 157,886

売上原価 110,434 111,041

売上総利益 45,199 46,845

販売費及び一般管理費

人件費 12,548 13,149

退職給付費用 298 310

荷造運搬費 1,801 1,947

賃借料 1,339 1,372

業務委託費 1,672 1,742

減価償却費 1,021 1,094

貸倒引当金繰入額 △3 1

研究開発費 3,546 3,416

事業税 557 564

のれん償却額 14 15

その他 3,383 3,587

販売費及び一般管理費合計 26,180 27,204

営業利益 19,018 19,640

営業外収益

受取利息 123 131

受取配当金 281 269

為替差益 - 35

デリバティブ評価益 59 31

補助金収入 101 103

その他 470 396

営業外収益合計 1,035 968

営業外費用

支払利息 560 505

為替差損 76 -

固定資産除却損 26 117

その他 222 118

営業外費用合計 886 742

経常利益 19,167 19,867

特別利益

投資有価証券売却益 296 940

退職給付制度終了益 122 32

補助金収入 1,437 431

特別利益合計 1,856 1,404

特別損失

減損損失 - 342

固定資産圧縮損 1,436 430

その他 0 -

特別損失合計 1,436 773

税金等調整前当期純利益 19,588 20,498

法人税、住民税及び事業税 6,001 6,669

法人税等調整額 66 250

法人税等合計 6,068 6,920

当期純利益 13,520 13,578

親会社株主に帰属する当期純利益 13,520 13,578
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

当期純利益 13,520 13,578

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,007 2,549

為替換算調整勘定 △523 4,332

退職給付に係る調整額 614 1,381

その他の包括利益合計 △1,916 8,263

包括利益 11,603 21,841

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 11,603 21,841
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度 (自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 11,016 16,626 88,386 △804 115,225

当期変動額

剰余金の配当 △4,273 △4,273

親会社株主に帰属する

当期純利益
13,520 13,520

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 68 24 93

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 - 68 9,246 24 9,339

当期末残高 11,016 16,695 97,633 △780 124,564

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 5,498 7,546 827 13,873 129,098

当期変動額

剰余金の配当 △4,273

親会社株主に帰属する

当期純利益
13,520

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 93

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△2,007 △523 614 △1,916 △1,916

当期変動額合計 △2,007 △523 614 △1,916 7,423

当期末残高 3,490 7,023 1,442 11,956 136,521
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当連結会計年度 (自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 11,016 16,695 97,633 △780 124,564

当期変動額

剰余金の配当 △4,943 △4,943

親会社株主に帰属する

当期純利益
13,578 13,578

自己株式の取得 △1 △1

自己株式の処分 95 24 119

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 - 95 8,634 23 8,753

当期末残高 11,016 16,791 106,268 △757 133,318

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 3,490 7,023 1,442 11,956 136,521

当期変動額

剰余金の配当 △4,943

親会社株主に帰属する

当期純利益
13,578

自己株式の取得 △1

自己株式の処分 119

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
2,549 4,332 1,381 8,263 8,263

当期変動額合計 2,549 4,332 1,381 8,263 17,016

当期末残高 6,040 11,355 2,824 20,219 153,538
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 19,588 20,498

減価償却費 6,568 6,993

賞与引当金の増減額（△は減少） △49 169

未払賞与の増減額（△は減少） 296 △23

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △343 △255

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △11,585 414

棚卸資産の増減額（△は増加） 10,624 △1,866

仕入債務の増減額（△は減少） △4,247 △2,045

前受金の増減額（△は減少） △3,000 647

投資有価証券売却損益（△は益） △296 △940

その他 2,826 △1,852

小計 20,381 21,739

利息及び配当金の受取額 405 403

利息の支払額 △563 △506

法人税等の支払額 △2,508 △7,343

法人税等の還付額 4 0

補助金の受取額 1,454 538

営業活動によるキャッシュ・フロー 19,174 14,832

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,395 △1,228

定期預金の払戻による収入 927 1,709

有形固定資産の取得による支出 △5,703 △2,597

無形固定資産の取得による支出 △290 △315

投資有価証券の取得による支出 △11 △11

投資有価証券の売却及び償還による収入 387 1,189

その他 28 66

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,057 △1,188

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 5,608 -

短期借入金の返済による支出 △5,608 △2,824

短期借入金の純増減額（△は減少） △308 2,287

長期借入金の返済による支出 △1,128 △1,140

自己株式の取得による支出 △0 △1

配当金の支払額 △4,269 △4,937

その他 △472 △440

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,179 △7,056

現金及び現金同等物に係る換算差額 △332 1,326

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,604 7,913

現金及び現金同等物の期首残高 27,740 34,344

現金及び現金同等物の期末残高 34,344 42,258
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数

21社

連結子会社の名称

(国内子会社４社)

CKDシコク精工㈱

CKDグローバルサービス㈱

CKDフィールドエンジニアリング㈱

CKD日機電装㈱

(在外子会社17社)

喜開理 (上海) 機器有限公司

喜開理 (中国) 有限公司

CKD韓国㈱

台湾喜開理股份有限公司

M-CKD PRECISION SDN.BHD.

CKD MALAYSIA SDN.BHD.

CKD THAI CO.LTD.

CKD SINGAPORE PTE.LTD.

PT CKD TRADING INDONESIA

PT CKD MANUFACTURING INDONESIA

CKD VIETNAM ENGINEERING CO.LTD.

CKD INDIA PVT.LTD.

CKD USA CORP.

CKD ILLINOIS LLC

CKD MEXICO,S. DE R.L. DE C.V.

CKD EUROPE B.V.

CKD ITALIA S.R.L.

２．持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、喜開理 (上海) 機器有限公司、喜開理 (中国) 有限公司及びCKD MEXICO,S. DE R.L. DE C.V.の

事業年度の末日は12月31日であり、連結決算日 (３月31日) に仮決算を行っております。
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４．会計方針に関する事項

(１) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法

② デリバティブ

時価法

③ 棚卸資産

ａ．商品及び製品 自動機械製品 ： 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法により算定）

機器商品及び製品 ： 主に総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法により算定）

ｂ．仕掛品 自動機械仕掛品 ： 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法により算定）

機器仕掛品 ： 主に総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法により算定）

ｃ．原材料及び貯蔵品 原材料 ： 主に総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法により算定）

貯蔵品 ： 主に最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

(２) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産 (リース資産を除く)

当社及び国内連結子会社は、主として定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は

除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）により、在外連結子会

社は主として当該国の会計基準に基づく定額法によっております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 ３年～50年

機械装置及び運搬具 ３年～17年

② 無形固定資産 (リース資産を除く)

定額法によっております。

なお、ソフトウエア (自社利用分) については、社内における利用可能期間 (５年) に基づく定額法によって

おります。

③ リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

(３) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与に充てるため、支給見込額に基づき当連結会計年度に見合う分を計上しておりま

す。

③ 製品保証引当金

顧客に納入した製品に対し発生したクレームに係る費用に備えるため、今後発生が見込まれる補償費等につい

て合理的に見積ることができる金額を計上しております。
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④ 受注損失引当金

受注契約に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末における受注契約に係る損失見込額を計上してお

ります。

⑤ 環境対策引当金

法令等により義務付けられている廃棄物の処理や汚染物質の除去に係る費用に備えるため、合理的に見積るこ

とができる支出見込額を計上しております。

(４) 退職給付に係る会計処理の方法

① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、

給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（12年）による定額法により費用

処理しております。

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（12年）

による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。

③ 小規模企業等における簡便法の採用

一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額

を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(５) 重要な収益及び費用の計上基準

当社グループは、次の５つのステップを適用し収益を認識しております。

ステップ１ :顧客との契約を識別する。

ステップ２ :契約における履行義務を識別する。

ステップ３ :取引価格を算定する。

ステップ４ :契約における履行義務に取引価格を配分する。

ステップ５ :履行義務を充足したときに又は充足するにつれて収益を認識する。

当社グループは、各種の自動機械装置、及び各種機器の製造、販売、工事、保守等を主たる業務としておりま

す。

収益の認識タイミングについて、各報告セグメントにおける固有の状況につきましては、以下のとおりでありま

す。

(自動機械部門)

自動機械装置については、顧客との契約における義務を履行することに応じ、他の顧客又は別の用途に振り向け

ることができない資産が生じ、完了した作業に対する支払を受ける権利を有している場合には、履行義務の充足に

係る進捗度を見積り、当該進捗に基づき収益を一定の期間にわたり認識しております。進捗度は当該履行義務の充

足のために予想される総原価に対する、実発生原価の割合に基づいて算定しております。それ以外の契約について

は、顧客の検収時に収益を認識しております。

ただし、保守部品の国内販売においては、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転されるまでの期間が通常の期

間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

なお、輸出販売においては主にインコタームズ等で定められた貿易条件に基づき支配及びリスクが顧客に移転し

たときに収益を認識しております。

これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める支払条件により概ね１年以内に受領しており、

重大な金融要素は含んでおりません。
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(機器部門)

各製品の引渡し時点において、顧客が支配を獲得し履行義務を充足していると判断していることから、当該引渡

し時点で収益を認識しております。なお、国内販売においては、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転されるま

での期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

輸出販売においては主にインコタームズ等で定められた貿易条件に基づき支配及びリスクが顧客に移転したとき

に収益を認識しております。

なお、売上高は顧客との契約において約束された対価から売上に応じた報奨金、売上割引を控除した金額で測定

しております。過去の傾向や売上時点におけるその他の既知の要素に基づいて見積りを行い、重要な戻し入れが生

じない可能性が高い範囲で収益を認識しております。

また、買戻し契約に該当する有償受給取引については、加工代相当額のみを純額で収益を認識しております。

これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める支払条件により概ね１年以内に受領しており、

重大な金融要素は含んでおりません。

(６) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。

なお、在外子会社の資産及び負債は、決算日の直物為替相場により、収益及び費用は、期中平均相場によりそれ

ぞれ円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めて計上しております。

(７) のれんの償却方法及び償却期間

10年間の定額法により償却しております。

(８) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、要求払預金及び取得日から３か月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であり、か

つ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資であります。
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(重要な会計上の見積り)

当社及び喜開理 (中国) 有限公司の機器部門の棚卸資産の評価

(１) 連結財務諸表に計上した金額

(単位：百万円)

勘定科目

前連結会計年度 当連結会計年度

連結財務諸表
計上額
(評価前)

評価減金額
連結財務諸表

計上額

連結財務諸表
計上額
(評価前)

評価減金額
連結財務諸表

計上額

商品及び製品 6,656 △613 6,043 6,834 △560 6,273

仕掛品 493 ― 493 818 ― 818

原材料及び貯蔵品 32,791 △1,877 30,913 34,251 △2,031 32,219

合計 39,941 △2,490 37,451 41,903 △2,592 39,311

(注) なお、当社及び喜開理 (中国) 有限公司は洗替法を採用しており、期首残高と期末残高の差額から各連結会計

年度の営業利益に与える影響は、それぞれ前連結会計年度△304百万円、当連結会計年度△100百万円でありま

す。

(２) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

当社及び喜開理 (中国) 有限公司の機器部門の棚卸資産は、主に多品種の部品から構成されており、生産す

る製品の種類、バリエーションも多く、注文量の変動や短納期に対応するため主要な部品については一定量の

棚卸資産を手元保有しております。当社及び喜開理 (中国) 有限公司の機器部門の棚卸資産評価減の算出には、

市場における正味売却価額との比較、滞留期間等に応じた評価減率を利用したシステムによる自動計算のほか、

過去の払出実績に環境変化を加味し将来の販売見込を判断した上で、回転期間が長期化している棚卸資産につ

いて、評価減額を計算する方法を組み合わせております。

当該仮定における棚卸資産の将来の販売見込については、主要得意先が属する半導体、自動車及び工作機械

等の市況や、それに伴う顧客の投資計画見込に基づき見積もっております。

これらの見積りにおいて用いた仮定が、半導体、自動車及び工作機械等の市況の悪化により、見直しが必要

になった場合、翌連結会計年度において、販売見込がないと判断した棚卸資産の重要な評価減が発生する可能

性があります。
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(セグメント情報)

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社及び子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループの構成単位は製品の種類別セグメントから構成されており、製品の種類・性質及び販売方法の類似性

等を考慮した上で集約し、「自動機械部門」、「機器部門」を報告セグメントとしております。

「自動機械部門」は、自動包装システム、リチウムイオン電池製造システムを中心とした大型設備を生産・販売し

ており、個別受注生産方式を採用しております。

「機器部門」は、半導体関連業界、輸送機械業界をはじめとした幅広い市場に供給できる機能部品を生産・販売し

ており、需要予測に基づく見込生産方式を採用しております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格

に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度 (自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注) １

連結財務諸表
計上額
(注) ２自動機械部門 機器部門 計

売上高

外部顧客への売上高 25,331 130,302 155,634 － 155,634

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 154 154 △154 －

計 25,331 130,457 155,789 △154 155,634

セグメント利益 5,489 18,211 23,700 △4,682 19,018

セグメント資産 22,306 166,902 189,208 21,658 210,867

その他の項目

減価償却費 504 5,846 6,351 217 6,568

のれんの償却額 － 14 14 － 14

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

275 4,680 4,956 66 5,023

(注) １．調整額は、以下のとおりであります。

(１) 売上高の調整額△154百万円は、セグメント間取引消去であります。

(２) セグメント利益の調整額△4,682百万円には、セグメント間取引消去31百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△4,713百万円が含まれております。全社費用は、主に当社の管理部門に係る費用及

び長期的な基礎的研究費用並びにCKDグローバルサービス㈱に係る費用であります。

(３) セグメント資産の調整額21,658百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社

資産は、主に報告セグメントに帰属しない親会社での余資運用資金 (現金及び預金) 、長期投資資金 (投資

有価証券) 及び管理部門に係る資産等であります。

(４) 減価償却費の調整額217百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産の減価償却費でありま

す。

(５) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額66百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資

産の有形固定資産及び無形固定資産の増加額であります。
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２．セグメント利益は連結損益計算書の営業利益と、セグメント資産は連結貸借対照表の資産合計と調整を行っ

ております。

当連結会計年度 (自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注) １

連結財務諸表
計上額
(注) ２自動機械部門 機器部門 計

売上高

外部顧客への売上高 19,373 138,513 157,886 － 157,886

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 70 70 △70 －

計 19,373 138,583 157,957 △70 157,886

セグメント利益 4,879 19,822 24,701 △5,060 19,640

セグメント資産 19,918 178,002 197,921 28,800 226,721

その他の項目

減価償却費 475 6,300 6,775 218 6,993

のれんの償却額 － 15 15 － 15

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

169 2,380 2,549 276 2,826

(注) １．調整額は、以下のとおりであります。

(１) 売上高の調整額△70百万円は、セグメント間取引消去であります。

(２) セグメント利益の調整額△5,060百万円には、セグメント間取引消去34百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△5,094百万円が含まれております。全社費用は、主に当社の管理部門に係る費用及

び長期的な基礎的研究費用並びにCKDグローバルサービス㈱に係る費用であります。

(３) セグメント資産の調整額28,800百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社

資産は、主に報告セグメントに帰属しない親会社での余資運用資金 (現金及び預金) 、長期投資資金 (投資

有価証券) 及び管理部門に係る資産等であります。

(４) 減価償却費の調整額218百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産の減価償却費でありま

す。

(５) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額276百万円は、各報告セグメントに配分していない全社

資産の有形固定資産及び無形固定資産の増加額であります。

２．セグメント利益は連結損益計算書の営業利益と、セグメント資産は連結貸借対照表の資産合計と調整を行っ

ております。
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【関連情報】

前連結会計年度 (自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(１) 売上高

(単位：百万円)

日本 中国 その他アジア その他 合計

101,958 23,688 20,901 9,086 155,634

(注) １．売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

２.「その他アジア」の金額は、日本及び中国を除いたアジア地域の売上高であります。

(２) 有形固定資産

(単位：百万円)

日本 中国 その他アジア その他 合計

46,124 6,909 7,307 2,217 62,558

(注) 「その他アジア」の金額は、日本及び中国を除いたアジア地域の有形固定資産であります。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありません。

当連結会計年度 (自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(１) 売上高

(単位：百万円)

日本 中国 その他アジア その他 合計

100,981 25,481 22,898 8,525 157,886

(注) １．売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

２.「その他アジア」の金額は、日本及び中国を除いたアジア地域の売上高であります。

(２) 有形固定資産

(単位：百万円)

日本 中国 その他アジア その他 合計

42,687 6,930 8,023 2,077 59,719

(注) 「その他アジア」の金額は、日本及び中国を除いたアジア地域の有形固定資産であります。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありません。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度 (自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度 (自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

連結財務諸表
計上額自動機械部門

機器部門
(注)

計

減損損失 － 342 342 － 342

(注) 機器部門342百万円は、欧州事業に係る事業用資産及びのれんの減損損失であります。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度 (自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

連結財務諸表
計上額自動機械部門 機器部門 計

当期償却額 － 14 14 － 14

当期末残高 － 102 102 － 102

当連結会計年度 (自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

連結財務諸表
計上額自動機械部門 機器部門 計

当期償却額 － 15 15 － 15

当期末残高 － － － － －

（注）機器部門において、欧州事業に係るのれんの減損損失99百万円を計上しております。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり純資産額 2,043.69円 2,297.27円

１株当たり当期純利益 202.48円 203.23円

(注) １. 潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２. １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益 (百万円) 13,520 13,578

普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益 (百万円)

13,520 13,578

普通株式の期中平均株式数 (千株) 66,773 66,814

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．その他

〔生産、受注及び販売の状況〕

(１) 生産実績

当連結会計年度における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高 (百万円) 前期比 (％)

自動機械部門 19,092 △21.9

機 器 部 門 139,590 ＋9.5

合計 158,683 ＋4.4

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．金額は、販売価格によっております。

(２) 受注実績

当連結会計年度における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
受注高
(百万円)

前期比
(％)

受注残高
(百万円)

前期比
(％)

自動機械部門 19,103 △13.2 16,610 △1.5

(注) 自動機械部門以外は、需要見込による生産方法をとっております。

(３) 販売実績

当連結会計年度における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高 (百万円) 前期比 (％)

自動機械部門 19,373 △23.5

機 器 部 門 138,513 ＋6.3

合計 157,886 ＋1.4

(注) セグメント間取引については、相殺消去しております。


